
 

■お客様の施工現場から■   外壁サイディング張工事/北国分 S様邸 

築３９年、建坪３２坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、約７年程前に建物全体の耐震補

強工事にて初めてお付き合いをさせて頂き、その後も、室内外の設備機器取り替え等にてお世

話になってまいりました。そして、このたびは、モルタル外壁廻りの各所にヒビ割れが散見さ

れ、今迄、豪雨、強風の際には、２～３の箇所からの雨漏りが発生しておりました。 

今後、この状態を放置しておくと、外壁内部に雨水が侵入し、建物内部の構造材にも多大の影

響を及ぼす旨をご説明させて頂きました。このため、最善の改修方法としては、現状の外壁モ

ルタル部の上から軽量な金属サイディング材を重ね張りする方法をご提案させて頂き工事に当

たらせて頂くことになりました。そして、この方法は防水性能のみならず、断熱・遮熱効果も

向上できるため、今回の約３週間にわたる改修工事にて、お客様もより安心、快適に 

日常をお過ごし頂けることと思われます。 

 

■ひとり言■   こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

例年、一年を通じて一番寒い２月も過ぎて、あちらこちらの梅の花も開花し、やっと春の兆しが感じ

られる季節を迎えようとしております。 

振り返ってみますと、2019 年１2 月、中国武漢にて最初に発生したコロナウイルスに続き、変異ウ

イルス「デルタ株」、そして、2021年 11月、新たな変異ウイルス「オミクロン株」が確認されて現

在に至っております。一体、このコロナウイルスが何時になったら日々の暮らしの中から解消される

のか全く予測もつかない状況にあります。また、この３月から、新型コロナウイルスのワクチン接種

が５～１１歳の児童にも本格化していくとのことです。しかし、保護者の皆さんとしては、副反応等

の懸念から、自分の子供にワクチンを接種させるか慎重な姿勢の方々も少なくないと思われます。 

いずれにしましても、変異ウイルスの基本的な対策としては、３つの密、「密閉空間」「密集 

場所」「密接場面」を避け、マスクを着用し手指の衛生の励行をこれまで通り続けることが 

最も大切な感染の予防と思われます。 

VOL.145 2022 年 3月 

 2018 年 2月  

弥生 
やよい 

３月号 



 

 

■暮らしのたより■      外壁のメンテナンスで住まい長生き！ 

外壁は定期的な塗り替えが必要です。また、傷んでいるところがあれば早めに補修を。適切にメンテナン

スを行っていけば、住まいの寿命が延び、長く住み続けることができます。雨風や太陽光にさらされてい

る外壁は、建物の中でもダメージを受けやすい場所。そこで外壁材には、雨水の侵入や紫外線を防ぐため

の塗装が施させれています。しかし、年月が経つと、この塗装も劣化します。塗装の劣化が進むと、外壁

材が直に紫外線や雨風にさらされるようになり、外壁材そのものが傷んでいきます。傷んだ箇所から雨水

が侵入すれば、建物の内部が傷むことに・・・・。そのまま放置して傷みが進めば、修繕費用がかさみま

す。余計な修繕費用をかけないためには、適切なタイミングでの塗り替えが大切です。外壁の塗り替えは

一般に１０年毎が目安とされています。しかし、住いの環境や塗料の耐久性などによっては、もっと早く

塗り替えが必要になることもあります。劣化のサインとしてわかりやすいのは、外壁の色あせです。色あ

せは、雨や紫外線で塗料が劣化し、防水機能が低くなっている現われです。日光や雨がよく当たる場所で

起こりやすいので、ときどき外壁を見てチェックしましょう。色あせが進むとチョーキング 

が発生します。チョーキングとは、外壁を手で触ったときに白い粉がつく現象のこと。 

塗装の劣化が進んだ状態なので、放置すると塗装の剥がれやひび割れにつながり、 

建物に雨水がしみ込むようになります。チョーキングは代表的な塗り替えのサインの 

ひとつです。気ずいたら早めに塗り替えを検討しましょう。 


